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第14回大阪大学専門日本語教育研究協議会 

日時：2022年 2月 15日（火）13:30〜17:00	

オンラインで開催	

主	 催：大阪大学国際教育交流センター	

 
「日本語の上達を支援する教育実践の創造 ─ ITを有効に活用したチームでの教育実践の可能性─」 

 
13：30～13：35 開会の挨拶   国際教育交流センター センター長  有川 友子 
 

総合司会 大谷 晋也（国際教育交流センター 准教授） 
  
13：35～13：50 趣旨説明と問題提起 

国際教育交流センター准教授 難波 康治 
 
13：50～14：50 講演１：日本語教育・日本語学習支援における IT活用の可能性と課題 
             -より充実した連携と学習効果の向上のために- 
 早稲田大学大学院 日本語教育研究科 教授  李  在鎬 
  
 

14：15～15：50 講演２： 日本語学習者の自学自習と教師のサポートを組み合わせたオンライン 
コースの制作と運用 
-学びを支援するコースデザインと教師の役割- 

                              国際交流基金関西国際センター日本語教育専門員主任   熊野 七絵 
                    

15：50～16：10   休  憩 

 

16：10～16：55  全体討論：  全体討論司会 西口 光一（国際教育交流センター教授） 
                               李  在鎬（早稲田大学大学院 日本語教育研究科 教授） 

熊野 七絵（国際交流基金関西国際センター日本語教育専門員主任） 
義永美央子（国際教育交流センター教授） 
 

16：55～17：00  閉会の挨拶    国際教育交流センター 副センター長 村岡 貴子 
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第14回大阪大学専門日本語教育研究協議会 

「日本語の上達を支援する教育実践の創造 

 ─ ITを有効に活用したチームでの教育実践の可能性」 

 

                                           主催 ⼤阪⼤学国際教育交流センター 

 

背景および趣旨 

           	 	

日本語学校か大学かを問わず日本語教育では、そして特に入門・基礎や中級までの学習段階では、一つのコ

ースやクラスを複数の教員が担当することがおおむね一般的です。そうしたチームでの教育実践は、日本語教

育ではチームティーチングと呼ばれています。チーム○○（チームティーチング、チーム医療など）と言う場

合の重要要素は、(a)メンバー各々が専門性や「得意部分」を発揮しながら、(b)共有の目標を協働的に達成す

る、ことです。日本語や言語教育一般でのチームティーチングでは、(b)の「共有の目標」と「協働的に達成」

という部分がまず強調されなければならないでしょう。	

			一方で、コロナ禍をきっかけに、日本語教育では「デジタルディバイド」が一層進んだように思います。こ

こに言うデジタルディバイドとは、視覚資料を作成してZoomなどを「窓」として基本は従来と類似した方法で

授業を展開する教師がいる一方で、この機会に多種多様なIT技術を駆使してダイナミックに授業を展開する

「ITエクスパート・プレーヤー」が増えたことです。そして、後者は実際にはチームの一員として教育実践を

するというよりも「ソロプレーヤー」として活躍しており、前者は従来的なカリキュラム等の中で授業を実践

している人です。この両者が大きく「分断」されていることから、それぞれがそれぞれの道を行くというよう

な状況ができつつあるように見受けられます。	

	 コロナ後のITが普及した現在及び将来の日本語教育の一つの大きな研究課題は、(1)チームで教育を実践す

る場合に学習と教育の運営でどのようにITを利用し、(2)具体的な教育の実践としてITを通したオンディマン

ド学習や学習資材の提供と課題の提出及び対面授業の実施をどのように組み合わせ、(3)学習活動や教授活動

でどのようなITの活用を推奨・促進すれば、学生における日本語の上達を有効に促進・支援することができる

かを検討することです。	

本研究協議会では、そのようなテーマをめぐって、同方面で実践経験・研究経験が豊富な講演者である、早

稲田大学の李在鎬先生と国際交流基金関西国際センターの熊野七絵先生からお話をうかがい協議することを

通して、今後の日本語教育の企画、教材の制作と提供、授業の実践のあり方などを広い視野で検討したいと思

います。	
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趣旨説明と問題提起 

 
 
 
 
 
 
 
 

難波康治	

大阪大学国際教育交流センター	准教授	

 
 

※当日ビデオでプレゼンテーションを行った 
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講演	１	

日本語教育・日本語学習支援におけるIT活用の可能性と課題	

−より充実した連携と学習効果の向上のために−	

	

	

李	在鎬	

早稲田大学大学院	日本語教育研究科	教授 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



日本語教育・日本語学習支援におけるIT活用の可能性と課題
－より充実した連携と学習効果の向上のために－

第１４回 ⼤阪⼤学 専⾨⽇本語教育研究協議会

李在鎬（りじぇほ）

2022/2/15



コロナ禍で出現した多様な教師像

• コロナ禍をきっかけに、⽇本語教育では「デジタルディバイド」が⼀層
進んだように思います。ここに⾔うデジタルディバイドとは、視覚資料
を作成してZoomなどを「窓」として基本は従来と類似した⽅法で授業
を展開する教師がいる⼀⽅で、この機会に多種多様なIT技術を駆使して
ダイナミックに授業を展開する「ITエクスパート・プレーヤー」が増え
たことです。そして、後者は実際にはチームの⼀員として教育実践をす
るというよりも「ソロプレーヤー」として活躍しており、前者は従来的
なカリキュラム等の中で授業を実践している⼈です。この両者が⼤きく
「分断」されていることから、それぞれがそれぞれの道を⾏くというよ
うな状況ができつつあるように⾒受けられます。

→パンデミックによって２種類のプレーヤーの存在が露呈。
より普遍的な視点で⾒ると⽇本語教師の専⾨性へ



https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/kokugo/hokoku/pdf/r1393555_03.pdf



コロナ禍で自身の変化をどう評価しますか？



コロナ禍の教育、VUCAワールド

Complexity 複雑性 Volatility 不安定性

Ambiguity 曖昧性 Uncertainty 不確実性

状況に対する知識の有無
結

果
の

予
測

可
能

性
の

有
無

有

有無

無

Bennett, Nathan and Lemoine, James (2014)
https://hbr.org/2014/01/what-vuca-really-means-for-you

現代社会は「マサカ」の連続。コロナ禍の２年を振り返るための視座。

課題が予期できず変動が⼤きいが、
理解が難しいわけではない
→対応：準備せよ！

前例がなく、答えがない。
→対応：実験せよ！

状況が複雑で
因果関係の決定が困難
→対応：やり⽅を再構成せよ！

情報は⽋如しているが因果関係は把握できている
→対応：情報に投資せよ！



話題

1. オンライン教育を⽀えるICT

2. テクノロジーがもたらす社会の変化と新
しいコミュニケーション

3. ものとしてのICT、スキルとしてのICT

4. アカデミックリーディングの実践事例の
紹介



狙い

• 明⽇からの授業でこういうツール使え
ますよ、役⽴ちますよ、便利ですよ、
という話ではなく、

• ICTによって変わる教育環境に対して、
私たち教師はどう振る舞ったら良いか
について考えます。

• 結論ではなく、考える題材を提供する
つもりで話していきます。

→ コロナ禍の教育を振り返り、
  ICTによる教育の理論と実践を把握

# 2021年の名古屋外⼤主催の講演会の資料を再構成したもの



ICTを取り巻く変化

1. 1990年代 IT「Information Technology」：インターネット、Windows95

2. 2000年代 ICT「Information and Communication Technology」：ノート
PCの軽量化、3G通信、タブレットの登場、iPhone

3. 2010年代 IoT「Internet of Things」：SNSの全盛期、AlphaGoの登場、
深層学習

4. 2020年代、AIとロボットの時代



ICTを取り巻く変化

1. 1990年代 IT「Information Technology」：インターネット、Windows95

2. 2000年代 ICT「Information and Communication Technology」：ノート
PCの軽量化、3G通信、タブレットの登場、iPhone

3. 2010年代 IoT「Internet of Things」：SNSの全盛期、AlphaGoの登場、
深層学習

4. 2020年代、AIとロボットの時代
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h27/html/nc111210.html

短くなっていることに注⽬！

単位：年

全世帯での普及率が10%になるまでかかった年数

通信のデジタル化へ

ISDN（Integrated Services Digital Network、サービス総合ディジタル網）



ICTを取り巻く変化

1. 1990年代 IT「Information Technology」：インターネット、Windows95

2. 2000年代 ICT「Information and Communication Technology」：ノート
PCの軽量化、3G通信、タブレットの登場、iPhone

3. 2010年代 IoT「Internet of Things」：SNSの全盛期、AlphaGoの登場、
深層学習

4. 2020年代、AIとロボットの時代

200720001984 1998



ICTの特性

1. 1990年代 IT「Information Technology」：インターネット、Windows95

2. 2000年代 ICT「Information and Communication Technology」：ノート
PCの軽量化、3G通信、タブレットの登場、iPhone

3. 2010年代 IoT「Internet of Things」：SNSの全盛期、AlphaGoの登場、
深層学習

4. 2020年代、AIとロボットの時代

https://www.soumu.go.jp/johotsusi
ntokei/whitepaper/ja/h27/pdf/n420
0000.pdf



ICTの特性

1. 1990年代 IT「Information Technology」：インターネット、Windows95

2. 2000年代 ICT「Information and Communication Technology」：ノート
PCの軽量化、3G通信、タブレットの登場、iPhone

3. 2010年代 IoT「Internet of Things」：SNSの全盛期、AlphaGoの登場、
深層学習

4. 2020年代、AIとロボットの時代

https://www.yomiuri.co.jp/olympic/2022/20220126-OYT1T50225/

読売新聞2022.1.26.円を描くようにお湯を注ぎます…北京五輪でロボット活躍

教えたこと、同じように繰り返
す程度の作業であればほとんど
のことはできる



ICTを取り巻く変化

• ICTを取り巻く変化（時系列でみる）
1. 1990年代、IT「Information Technology」：PCやインターネットの普

及により加速。PCやインターネット、通信インフラなどを⽤いた
「情報技術」のこと

2. 2000年代 ICT「Information and Communication Technology」：コミュ
ニケーションの要素が⼊った。「⼈と⼈」「⼈とモノ」の情報伝達
がより強調。ITはコンピュータ関連の技術、ICTはコンピュータ技術
の活⽤⽅法を指す⾔葉として使い分ける

3. 2010年代、IoT「Internet of Things」：ありとあらゆる「モノ」がイ
ンターネットとつながる仕組みや技術

4. 2020年代、AIとロボットの時代：複雑な課題解決のためAIが積極的
に活⽤され、⼈と共存共⽣



日本語教育とICT

⽂化庁（2019）⽇本語教育⼈材の養成・研修の在り⽅について（報告）改訂版
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/kokugo/hokoku/pdf/r1393555_03.pdf



• スキルとしてのICT：⾔語に関わる領域→⾔語と教育→⾔語教育と情報
• 教材・教具と関連づけられている

⽂化庁（2019）⽇本語教育⼈材の養成・研修の在り⽅について（報告）改訂版
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/kokugo/hokoku/pdf/r1393555_03.pdf



2019 20212017 2019

ICTをキーワードにした書籍



21世紀型スキル

• ATC21Sプロジェクト
• モノづくり（⼯業・農業）を基盤とする社

会から知識・情報を基盤とする社会へと変
化

• 教育の在り⽅を考える。

• 新しい能⼒論として



21世紀型スキル

• 思考の⽅法
1. 創造性とイノベーション
2. 批判的思考、問題解決、意思決定
3. 学び⽅の学習、メタ認知

• 働く⽅法
4. コミュニケーション
5. コラボレーション（チームワーク）

• 働くためのツール
6. 情報リテラシ（ソース、証拠、バイアスに関する研究を含む）
7. ICTリテラシー

• 世界の中で⽣きる
8. 地域とグローバルの良い市⺠であること（シチズンシップ）
9. ⼈⽣とキャリア発達
10. 個⼈の責任と社会的責任（異⽂化理解と異⽂化適応能⼒を含む）

情報リテラシーと⼀緒に「働く」
を⽀えるスキル。リテラシー（理
解し、表現する⼒）として捉えら
れている



知識
• ICTを利⽤し評価する：ソフ

トウェアを理解する。現実世
界と仮想世界の差異に気づく

• メディアを分析する：メディ
アの⽬的を理解する。

• メディアを制作する：制作
ツール、メディアの特性を利
⽤する。最適な表現⽅法を理
解する

• ICTを利⽤し評価する：ICT
ツールを批判的に評価する

• 情報活⽤し管理する：課題解
決のために正確かつ創造的に
ICTを利⽤する

• メディアを制作する：メディ
アの特性、解釈を活⽤する

• 効率的にテクノロジーを適⽤
する

技能

21世紀型スキル

• ICTを利⽤し、評価する：新
しいメディアに対して開かれ
た態度をとる

• 情報を活⽤し管理する：守秘
義務やプライバシー保護に配
慮。偏⾒を持たない

• 正確かつ誠実にテクノロジー
を活⽤する」

態度・価値・倫理
特定の知識にフォーカス 育成にフォーカスしたもの ⾏動や適性にフォーカスしたもの



ICTの特性

1. 開放性：時間・空間を超える

2. 遠隔性・再現性（中川・苑2017）：仮
想空間でのやり取り

3. 双⽅向性：相互に情報の発信・受信
のやりとりができる。コミュニケー
ションの観点から重要 https://ua-book.shop-pro.jp/?pid=159284779



• アナログのコミュニケーションツール：電話，⼿紙，
書籍，新聞，放送

1. ⼀対⼀のコミュニケーション

2. ⼀対多のコミュニケーション

• コミュニケーションとしての特性：

発信者と受信者が明確，⼀⽅向的

方向性

https://www.chikumashobo.co.j
p/product/9784480073969/



方向性

• デジタルのコミュニケーション：多数対多数のやり取り
→受信者であり送信者である

• ⾳声や⽂字を以外のツール
1. 良いね，シェア，リツイート

2. 絵⽂字，スタンプ

3. アバター，分⾝

→新しいコミュニケーションの形を作ってる



• コロナ禍の教育の救世主「ZOOM」
1. 新しいコミュニケーションの形を作ったことは評価
2. ミュート＆カメラオフ。壁に向かって喋っているよ

うな感覚。→孤独感、間の解釈が難しい。
3. 同時に話せない。→新たな気づき：傾聴すること、簡

潔かつ論理的に話すことが重要

方向性



4. 使えるコミュニケーションリソースが限定的。⾮⾔
語情報（視線、相⼿の表情、あいづち）が活⽤できない。

一方向性・双方向性

https://www9.nhk.or.jp/gatten/articles/20201111/index.html

オンライン会議が盛り上
がらないのはなぜ？



社会
• 2020.2.3 ダイヤモンド・プリンセス号
• 2020.3.11 COVID-19パンデミック宣⾔
• 2020.4.7 緊急事態宣⾔
• 2020.4〜5. 特別定額給付⾦10万円
• 2020.6.19 厚労省接触アプリ
• 2020.7.2 東京で感染者100⼈超え
• 2020.7.22  GoToキャンペーン開始
• 2020.8. 欧州で感染再拡⼤
• 2020.9. 英⽶でワクチン開発の加速化
• 2020.11.⽶国でワクチンの承認申請
• 2020.12. GoToの停⽌
• 2021.1. ⼆度⽬の緊急事態宣⾔
• 2021.2〜3. 国内でワクチン接種開始
• 2021.4. 変異ウィルスデルタ株の流⾏
• 2021.6.新型コロナウイルス感染症対策としてのテレワークの積極的な

活⽤(総務省)

• 2021.12 DX推進に関する各種調査の報告
• 2022.1 オミクロン株による世界的な感染拡⼤

• 2020.4-5：授業がオンラインを準備することに。
• NIIの「⼤学等におけるオンライン教育とデジタル変⾰に関す

るサイバーシンポジウム」
• FB「新型コロナのインパクトを受け、⼤学教員は何をすべき

か、何をしたいかについて知恵と情報を共有するグループ」

• 2020.5-6：ZOOMになれつつも「ZOOM疲れ」
• 2020.6-7：学⽣たちによる授業料返還要望
• 2020.8-9：学会のオンライン化
• 2020.9-10：オンラインの定着（秋学期〜）
• 2020.10：アフターコロナの教育
• 2020.11：⼤学における対⾯授業の要請。対⾯が半分以

下の⼤学名は公表する⽅針（⽂科省）
• 2021.1〜：ハイブリッド、ハイフレックス（Hybrid-

Flexible）
• 2021.4〜：部分的に対⾯授業
• 2021.9〜：対⾯授業が再開

教育界（特に⼤学）



社会
• 2020.2.3 ダイヤモンド・プリンセス号
• 2020.3.11 COVID-19パンデミック宣⾔
• 2020.4.7 緊急事態宣⾔
• 2020.4〜5. 特別定額給付⾦10万円
• 2020.6.19 厚労省接触アプリ
• 2020.7.2 東京で感染者100⼈超え
• 2020.7.22  GoToキャンペーン開始
• 2020.8. 欧州で感染再拡⼤
• 2020.9. 英⽶でワクチン開発の加速化
• 2020.11.⽶国でワクチンの承認申請
• 2020.12. GoToの停⽌
• 2021.1. ⼆度⽬の緊急事態宣⾔
• 2021.2〜3. 国内でワクチン接種開始
• 2021.4. 変異ウィルスデルタ株の流⾏
• 2021.6.新型コロナウイルス感染症対策としてのテレワークの積極的な

活⽤(総務省)

• 2021.12 DX推進に関する各種調査の報告
• 2022.1 オミクロン株による世界的な感染拡⼤

• 2020.4-5：授業がオンラインを準備することに。
• NIIの「⼤学等におけるオンライン教育とデジタル変⾰に関す

るサイバーシンポジウム」
• FB「新型コロナのインパクトを受け、⼤学教員は何をすべき

か、何をしたいかについて知恵と情報を共有するグループ」

• 2020.5-6：ZOOMになれつつも「ZOOM疲れ」
• 2020.6-7：学⽣たちによる授業料返還要望
• 2020.8-9：学会のオンライン化
• 2020.9-10：オンラインの定着（秋学期〜）
• 2020.10：アフターコロナの教育
• 2020.11：⼤学における対⾯授業の要請。対⾯が半分以

下の⼤学名は公表する⽅針（⽂科省）
• 2021.1〜：ハイブリッド、ハイフレックス（Hybrid-

Flexible）
• 2021.4〜：部分的に対⾯授業
• 2021.9〜：対⾯授業が再開

教育界（特に⼤学）

１．あ〜⼤変だ、どうしよう

２．慣れてきたぞ

３．便利だね

４．やっぱり対⾯が良いね



https://www.mext.go.jp/content/20200924-mxt_keikaku-000010097_3.pdf



https://www.mext.go.jp/content/20211118-mxt_kouhou01-000004520_1.pdf



https://www.mext.go.jp/content/20211118-mxt_kouhou01-000004520_1.pdf



https://www.mext.go.jp/content/20210525-mxt_kouhou01-000004520_1.pdf



コロナ禍によるオンライン授業の受け止め

• 回答総数： 学⽣；15,093名 教員；2,120名

• 92.2%の学⽣が「有益なオンライン授業」ありと回答

1. 教員からのフィードバックや学⽣との双⽅向のやりとり

2. 時間を有効に使える点や再視聴可能な点が有益

• 73.7%の学⽣が「満⾜いかない授業」ありと回答

1. 教員と学⽣、学⽣どうしのコミュニケーションが不⼗分

2. 課題の量、⾝体的な疲れ、孤独感などの改善が必要











https://www.waseda.jp/inst/ches/news/2021/05/17/3291/



https://www.waseda.jp/inst/ches/news/2021/05/17/3291/



テクノロジー利用における必然

• コロナ禍の１年間で教育は進化。
• 知識を学ぶだけならオンラインでOK

• ⼈類とテクノロジー：⼈間は⼀度，便利さに気付いたも
のからは離れられない。
1. 鉄道，⾞，⾶⾏機，インターネット，⼈⼯知能
2. Zoom，Teams，Cisco Webinars

3. Moodle，Googleクラスルーム
• コロナ禍の今：オンライン教育やそのテクノロジーと，ど

う付き合っていくかを考ええるべき時期



ICTと理論



学習理論

⾏動主義 認知主義 構成主義
時代 1950−1980 1980−2000 2000−

重要視する
ポイント

訓練/修得させる
指導

効率よく記憶す
る勉強

知識を構成する
⼒

⼀般化・
モデル化 強化の法則 絶対的知識，テ

ストによる測定
真正な学習，協
調学習

学習観 知識伝承 学習効率 学習⽀援



構成主義と学習とICT

従来型の学校教育 構成主義の学習 Web2.0の特徴
教師中⼼の情報管理 学習者中⼼の学習

学習者⾃⾝が知識を構成する
ユーザーの⼿による情報の⾃由な
整理

教科書と教師が唯⼀の情報源 豊かな学習環境
様々なツールやコンテンツが活⽤
できる豊かな学習環境の中で学習
する

リッチなユーザー体験

知識の受け⽫としての学習者 学習コミュニティの形成
多様な視点、多様な価値観を提供
しあい、相互に貢献する。

貢献者としてのユーザー

個々⼈の学習ニーズは考慮されな
い。パッケージ化された知識のみ

細かな学習ニーズに対応
多様な学習者のニーズに合った学
習を展開する

ロングテイル

知識は教師から学習者へ。学習者
は知識をため込む容器

参加型の学習
⽔平⽅向の情報の流れ・相互作⽤
を通して知を創造する

ユーザー参加

信頼のおけるのは教師のみ。学習
者は無知で信頼がおけない

協同のための信頼
多様な視点、多様な価値観のもと、
学習者間で状況を提供しあう

根本的な信頼

教師に知識と権威が集中 ⾃律的な学習
学習者が⾃律的に学び、相互作業
を⼤切にする

分散性

⽔越・久保⽥（編）（2008:22）



学習理論とテクノロジー

• コンピュータと教育の進化史（⼭内2010）

1990198019701960

CAI

Computer Assisted Instruction

⾏動主義
認知主義 構成主義

20102000

マルチ
メディア教材

CSCL

Computer Supported Collaborative Learning

CALL
E-learning



学習理論とテクノロジー

• コンピュータと教育の進化史（⼭内2010）

1990198019701960

CAI

Computer Assisted Instruction

⾏動主義
認知主義 構成主義

20102000

マルチ
メディア教材

CSCL

Computer Supported Collaborative Learning

CALL
E-learning



基本は不変

• 現在の学習指導におけるICT活⽤は⾏動主義、認
知主義、社会構成主義を継承。ICTメディアの利
⽤環境が変わっただけで、根底にある構造や思
想は変化してない。現在は、個別の⽀援⽅法は
「枯れたもの」であっても組み合わせ⽅や(コン
テンツの) 届け⽅の⼯夫にイノベーションの重点
が置かれている（⼭内2020:108-109） 。





マルチメディア
CAI

CSCL



ICTがもたらした変化

• ICTの進化による学習環境の変化
1. 以前は知識は教師・専⾨家が持っていたもの。

2. 今は（知識は）ウェブに存在。学習者も教師も共有（→Wikipedia）

• 反転授業の例：知識の伝達はウェブで。知識の運⽤は教室で。

• 教師をの⽴ち位置を再定義する
1. 知識の伝達者から案内者へ

2. コンテンツの作成者からコンテンツの評価者・案内者へ



コロナ禍での実践

アカデミックリーディングを例に



実践紹介

• 何を：「アカデミックリーディング３〜４」（初級後半・中級前半）

• いつ：2016年〜
• 誰が：教師李・⼤学院⽣3~6名、学⽣コロナ前35名、コロナ後8~20名
• どこで：コロナ前 対⾯教室、コロナ後 オンライン
• どうやって：

1. 教材：留学⽣の⽇本語読解編
2. コロナ前：多様なICTツールを使⽤しながら、対話型の授業
3. コロナ後：2020はオンデマンド、2021はライブ配信（Zoom）

• なぜ：⾼等教育をうける学⽣たち（e.g.,⽇本学）の読解⼒向上のため



テーマ

• １回⽬：ガイダンス。
• ２回⽬：⾔葉の役割
• ３回⽬：イルカと超⾳波
• ４回⽬：地図の分類
• ５回⽬：睡眠時間―短眠と⻑眠
• ６回⽬：⽇時計：空間と時間の座標
• ７回⽬：研究者の⼆つのタイプ
• ８回⽬：地球温暖化

• ９回⽬：⾵呂場の⼾：⽇本の住環境
• 10回⽬：私の本棚プロジェクト（準備）
• 11回⽬：⼿で数を表す：⾝体の⼈類学
• 12回⽬：⽂明はどのように伝わったか「茶」
• 13回⽬：私の本棚プロジェクト（準備）
• 14回⽬：私の本棚プロジェクト（発表）
• 15回⽬：私の本棚プロジェクト（発表）

⽣教材を部分的にリライトしたものがほとんど



コロナ前

• 「書く」から「打つ」へ：⽬指したのは漸次的ペーパーレス化

2016春 2016秋 2017春 2017秋 2018春 2018秋 2019春
PPT

Kahoot!

CourseN@vi

Googleフォーム

Googleスライド

導⼊

導⼊

導⼊

導⼊

導⼊

説明⽤の資料
内容確認⽤クイズ
作⽂の宿題
⼩テスト
プロジェクトワーク



コロナ前

教授者側の効果 ⽇本語学習者側の効果
Google 
Form

紙を使った煩雑さ（印刷＆採
点&記録&返却）がなくなる
→エコーな授業

テスト直後にフィードバックが
もらえる
→気づきの促進

CourseN
@vi

実習⽣（TA）と共同作業がシ
ンプルになった。
→負担軽減

課題の締切について意識化
→計画的・自律的学習

Kahoot! フィードバックの時間が短縮
→授業時間の効率化

ゲーム感覚で学習できる
→肯定的競争でモチベーション

• 「書く」から「打つ」へ：得られた効果



コロナ後

1. 教科書のPDFと出版社への相談

2. 学⽣たちにコンテンツ作成

3. 調べ学習の積極的な導⼊

4. データ分析による検証
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コロナ後

1. 教科書のPDFと出版社への相談

2. 学⽣たちにコンテンツ作成
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コロナ前後

対⾯授業 オンライン授業



コロナ禍の学習活動



関連する研究

https://waseda.repo.nii.ac.jp/index.php?action=pag
es_view_main&active_action=repository_view_
main_item_snippet&index_id=3869&pn=1&count
=20&order=7&lang=japanese&page_id=13&block
_id=21



最後に

1. デジタルネイティブに必要な⾔語教育を考える。
• PPTが板書を，LMSが授業を，ZOOMが対話をかえる時代に⽣きてる。
• 新しい学びの理論，新しい教育の理論が必要。「良い授業」の再定義

https://ggsoku.com/2013/01/i-omaru/



ありがとうございました

李在鎬（りじぇほ）
lee@waseda.jp
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質疑応答１ 
 
司会：事実確認のような短い質問を受け付けたい。 
 
フロア１：音読は、オーディオを提出させたということなのか。 
 
李：学生たちは教科書のテキストを音読して、スマホで録音してアップロードした。 
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講演２	

日本語学習者の自学自習と教師のサポートを組み合わせた	

オンラインコースの制作と運用	

	

	

	

	

	

熊野	七絵	

国際交流基金関西国際センター日本語教育専門員主任 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



講演２:日本語学習者の自学自習と教師の崝嵅嵤崰峼
組峩合峹せた崒嵛嵑崌嵛崛嵤崡の制作と運用

ー学びを੍ରするコースデザインとઇపの૽સー

講師：熊野七絵 Nanae_Kumano@jpf.go.jp
（国際交流基金関西国際崣嵛崧嵤日本語教育専門員主任）

第14回 大阪大学専門日本語教育研究協議会
202２年２月15日(火）13:30-17:00（崒嵛嵑崌嵛）



自己紹介
【略歴】
• 広島大学大学院修了。広島大学留学生崣嵛崧嵤、広島国際崣嵛崧嵤、
民間日本語学校等で非常勤講師

• 2001年峲峴現職。海外峙、米国（JALEX崿嵕崘嵑嵈）、崧崌（JF崸嵛
崛崗日本文化崣嵛崧嵤）、崡嵂崌嵛（JF嵆崱嵒嵤崱日本文化崣嵛崧嵤）

【教材】
• 『初級か峳の日本語崡崼嵤崩』
• 『日本語崱崕崱崕体験交流
活動集』峥か

【e嵑嵤崳嵛崘】
• 崝イ崰「崊崳嵉嵣嵆嵛崔の日本語」
• 崛嵤崡「峩なと」上の「日本語崛嵤崡」
（例「峨峵ごと崛嵤崡」「崡崼嵤崩崛嵤崡」）
「い峷ど峴日本語崒嵛嵑崌嵛崛嵤崡」

• ア崿嵒「HIRAGANA/KATAKANA/
KANJI Memory Hint」 2



講演の流島
１．KCの日本ୁଢ଼ఊと「みなと」の日本ୁコース
２．「みなと」のコースデザインのれ
３．分ෲ：ニーズのનੳ、ペルソナ設定
４．設ੑ：Can-do目ఏ、学ಆステップと学ಆ要ಞ、௬とఊവ要੯
５．コースデザイン事：ઇపサポートહきコース

「まるごとA1（かつどう・りかい）」
「スピーチA2（௴）」「アニメ・マンガA2（学ૅ場એ）」

６．開発：自学自ಆ（శ同期）用のઇ౫
７．開発：ライブレッスン（同期）用のઇ౫、ઇ੧
８．実：ઇపの૽સ（全体൸の૭ଳ化、自学自ಆサポート、

フィードバック、人とつながる場づくり）
９．ITをથにણ用したチームでのઇ実ᄷに向けて

3



1.KCの日本語研修と「峩なと」の日本語崛嵤崡

4



5

z 日本語研修
専門日本語研修（外交官 研究者）
日本語学習者訪日研修

z e嵑嵤崳嵛崘嵣開発教材

https://kansai.jpf.go.jp/

体験嵣交流 専門嵣個別 自律嵣継続

電子書籍
無料公開！

日本語研修と教材開発（KC)

5



崊崳嵉･嵆嵛崔で峲く使峹島峵
崕嵋嵑崗崧嵤峮崠嵋嵛嵓の
日本語峼楽しく学峣峵崝崌崰
【英嵣西嵣中嵣韓嵣仏嵣日】

『峨峵ごと』で学峠人の自習峼
崝嵅嵤崰す峵崝崌崰。各種練習
峼行った峴、日本の生活峮文化
が学峣峵崝崌崰 【英嵣西嵣日】

日本語学習に役立つ崝崌崰峮
崊崿嵒峼峹か峴峮すく紹介す峵
嵅嵤崧嵓崝崌崰
【英嵣日】

連想崌嵑崡崰で「峜峳がな」
「崓崧崓崲」峼楽しく覚え、
崗崌崢で確認でき峵崊崿嵒
【英嵣崌嵛崱崵崟崊嵣崧崌】

日本語と文化峼峨峵ごと学峝、総合的な日本語力峼つけ峵「峩なと」の嵉崌嵛崛嵤崡。JFが開発した崛嵤崡崾崫崗『峨峵ごと 日本のこと峚と文化』
の崟嵑崸崡に沿い、崒嵛嵑崌嵛で自学自習でき峵。初学者向け入門（A1）嵔嵁嵓か峳初級（A2）嵔嵁嵓峨で開講。
日本語峼崤嵕か峳学峝始峫て、嵔嵁嵓崊崫崿峼図峵ことができ峵。 【英嵣西嵣中嵣崌嵛崱崵崟崊嵣崧崌嵣嵁崰崲嵈嵣仏嵣葡嵣日】

●まるごと崒嵛嵑イ嵛崛嵤崡

様々な日本語学習崒嵛嵑崌嵛崛嵤崡峼提供す峵崿嵑崫崰崽崑嵤嵈。いつで峬どこで峬崌嵛崧嵤崵崫崰峼通じて日本語峼学峣峵機会峼提供。
学習者同士が交流でき峵崛嵇嵍崳崮崋機能峬設置。JF海外拠点が独自に崛嵤崡峼制作、運用す峵こと峬可能。峩なと峼活用して運用す
峵各種崒嵛嵑崌嵛崛嵤崡峙以下峼中心に年間約160崛嵤崡峼開講。
【英嵣西嵣中嵣崌嵛崱崵崟崊嵣崧崌･嵁崰崲嵈嵣日】

【崿嵑崫崰崽ォ嵤嵈】「JFにほんごe嵑嵤崳嵛崘 みなと」

まるごと崿嵑崡（まるごと＋） ア崳嵉･嵆嵛崔の日本語 HIRAGANA/KATAKANA Memory Hint

NIHONGO eな いろどり日本語崒嵛嵑イ嵛崛嵤崡

ひろがる もっといろんな日本と日本語

学習者が自分の興味があ峵
崰崼崫崗か峳日本語と日本文化峼
学峣峵崝崌崰 【英嵣日】

漢字の形峼連想させ峵
崌嵑崡崰と2種類の崚嵤嵈で
楽しく漢字峼学峣峵崊崿嵒
【英】

KANJI Memory Hint 1,2,3

●「ひらがな嵣崓崧崓崲」崛嵤崡
崌嵛崧崊崗崮崋崾な教材で、峜峳がな
峮崓崧崓崲の読峩書き峼一通峴学峠
自習崛嵤崡
【英嵣西】

●「ア崳嵉･嵆嵛崔の日本語」崛嵤崡
「崊崳嵉･嵆嵛崔の日本語」崝崌崰の素材峼
活用して、崕嵋嵑崗崧嵤峮崠嵋嵛嵓別の
日本語表現など峼学峠崛嵤崡
【英嵣西嵣中嵣崌嵛崱崵崟崊嵣崧崌･嵁崰崲嵈】

●「華道嵣書道嵣茶道」崛嵤崡
動画と崗崌崢で華道嵣書道の基本と生け
方、書き方峼学峝、実際に体験峬でき峵
自習崛嵤崡
【英】

●海外拠点による崛嵤崡
JF海外拠点が独自に開講す峵
日本語崒嵛嵑崌嵛崛嵤崡

【崡嵆嵤崰崽ォ嵛用ア崿嵒】【ウェ崾崝イ崰】

「エ嵒嵛が挑戦！にほんごできます。」
崛嵛崮嵛崬嵑イ崾嵑嵒嵤

若い学習者峼対象に制作さ島た
日本語映像教材で日本語と日
本文化峼学峣峵崝崌崰【英嵣日】

エ嵒嵛と挑戦！にほんご崮崡崰
崓嵤崱崚嵤嵈峮嵆嵛崔、崗崌崢峼通して
日本語の初級の語彙峮表現峼楽しく
学峝、どのく峳い覚えたか峼確認でき峵
崊崿嵒 【英嵣崌嵛崱崵崟崊】

国際交流基金 日本語学習e嵑嵤崳嵛崘の概要

日本の生活場面で必要な
日本語の崛嵇嵍崳崙嵤崟嵏嵛力峼
身につけ峵ことができ峵崒嵛嵑崌嵛
崛嵤崡 【英嵣日】

国際交流基金 日本語学習e嵑嵤崳嵛崘の概要
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崛嵕崲前後：日本語教育の崒嵛嵑崌嵛化

【学習】
集合
対面授業
宿題嵣予復習
【教材】
教科書、崿嵒嵛崰etc

【教師】
崛嵤崡崯崞崌嵛、授業

【学習】
個人
自学自習
崒嵛嵑崌嵛授業
【教材】
電子教材、PDF、動画etc
e嵑嵤崳嵛崘（崝崌崰、崊崿嵒）
【教師】
電子教材作成、崝嵅嵤崰
崒嵛嵑崌嵛授業

オンラインコースの制、ઈ用経ୡがヒントに！7



• 地理的嵣時間的制約のあ峵世界中の
人が誰で峬利用でき峵

• 学習管理崟崡崮嵈（LMS）峼持つ
日本語学習のた峫の崿嵑崫崰崽崑嵤嵈

199か国、28万人の嵎嵤崞嵤
みなとでできること
嵣 崒嵛嵑イ嵛崛嵤崡で日本語が学峣峵
嵣 崛嵇嵍崳崮ィで仲間と交流でき峵
嵣 崝イ崰峮ア崿嵒に崊崗崣崡でき峵

https://minato-jf.jp/【表示言語：日、英、西、中、尼、泰、越】

JFに峥峽ごe嵑嵤崳嵛崘 峩なと

8



日本語崛嵤崡

自習崛嵤崡：自分の嵂嵤崡で自学自習
教師崝嵅嵤崰付き崛嵤崡：自学自習に課題添削、

嵑崌崾嵔崫崡嵛などの教師崝嵅嵤崰付き

崛嵤崡崧イ崿

学習崓崮崜嵒

嵔嵁嵓 解説言語

開講拠点
年間160崛嵤崡

9



日本ୁコース

10



嵣相互理解のた峫の日本語
課題遂行能力＋異文化理解能力の向上

嵣嵔嵁嵓（CEFRに基づく）
A1, A2,B1,B2,C1,C2

嵣教え方、学峝方、評価のしかた
行動中心ア崿嵕嵤崩（Action oriented Approach ）

Can-doに基づき、日本語ででき峵こと峼増峮す
Can-do目標⇒学習活動⇒Can-do崩崏崫崗
嵅嵤崰崽ォ嵒崒で自身の学習峼管理

「峩なと」の日本語崛嵤崡の理念、崊崿嵕嵤崩
JF日本ୁઇスタンダード

https://jfstandard.jp/
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嵣対面授業での実践経験峼峬とに崛嵤崡峼制作してい峵
嵣Can-do目標、学習活動と教材、評価が一貫してい峵
嵣自学自習峼前提とした教材で主体的、崌嵛崧嵑崗崮崋崾
に学峣峵

KCの日本語崛嵤崡の共通の特徴

KCの教師崝嵅嵤崰付き崛嵤崡事例（以下、教崝嵅）
－峨峵ごとA1（かつどう嵣峴かい）
－崡崼嵤崩A2（観光）
－崊崳嵉嵣嵆嵛崔A2（学校場面）

12



２．「峩なと」の崛嵤崡崯崞崌嵛の流島

13



①分析 学習者の崳嵤崢嵣嵔崯崋崵崡嵣学習特性の分析
②設計 Can-do目標、学習崡崮崫崿、学習要素、評価の全体設計
③開発 学習要素（教材、動画、嵑崌崾嵔崫崡嵛、課題、崮崡崰）の

制作、崡崙崠嵍嵤嵓設定、連絡峮交流の場づく峴の具体化
④実施 学習進捗確認、連絡峮崝嵅嵤崰、嵑崌崾嵔崫崡嵛、崽崋嵤崱崸崫

崗峮評価
⑤評価 教材、運用の振峴返峴（学習者の反応、学習履歴、崊嵛

崙嵤崰等）

「峩なと」の崛嵤崡崯崞崌嵛の流島

⇒IDのઇシステム設ੑの੦本プロセス「ADDIEモデル」
サイクルで、ઇの「ટ」「૨」「ྟ力」を向上
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「峩なと」の日本語崛嵤崡峙、教崝嵅崛嵤崡峬「自学自習」前提

対面授業 崒嵛嵑イ嵛崛嵤崡
授業峼中心として 学習者自身が管理し
「何をどう教えるか」 「何をどう学ぶか」

崒嵛嵑崌嵛の特徴峼踏峨えた崛嵤崡崯崞崌嵛のし直し

⇒オンラインの્ඉを౷まえ、学ಆણ動のれ
と学ಆ要ಞ、௬をデザインしઉす

15



３．分析：崳嵤崢の確認、嵂嵓崥崲設定
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z対象：（教室で学峠機会がない）世界中の学習者
z 崳嵤崢調査、ア嵛崙嵤崰
海外の崒嵛嵑崌嵛学習崳嵤崢調査
「峩なと」嵎嵤崞崊嵛崙嵤崰（年１回）
崛嵤崡終了時崊嵛崙嵤崰（学習の峟峴かえ峴）
⇒学習崳嵤崢の高い峬の、経験峼元に提供でき峵崮嵤嵆、崛嵤崡崧崌
崿、嵔嵁嵓、学習崓崮崜嵒の基本設定の参考に

z 「教崝嵅崛嵤崡」希望者
教師の崝嵅嵤崰峮仲間と共に学習す峵崡崧崌嵓峼好峩、期待

分析：崳嵤崢の確認
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z 「嵂嵓崥崲」（＝崛嵤崡で学峠対象者の具体的な人物像）の想定
嵤学生、働いてい峵？何歳？
嵤どの国にいて、何語が母語？
嵤ど峽な生活？何に興味があ峵？
嵤崯崸崌崡、通信環境峙？
嵤日本語学習経験峙？
嵤日本語で何ができ峵峲うにな峴たい？
嵤ど峽な学習崡崧崌嵓峼好峪？

分析：嵂嵓崥崲設定

⇒「ઇపડ」ଳਡではなく、「৾ಆ」ଳਡで学ಆ
をデザイン、制するଉに。ペルソナに最ి化
することで、ટ向上も。

18



４．設計：Can-do目ఏ、学ಆステップと学ಆ要ಞ、
௬とఊവ要੯
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z 「Can-do目標」（＝日本語で何がどのく峳いでき峵か峼
「～でき峵」で記述した行動目標）の設定
「JF日本語教育崡崧嵛崨嵤崱」に基づき、A1,A2など崛嵤崡の
対象嵔嵁嵓に合った具体的なCan-do目標峼設定

設計：Can-do目標の設定

⇒IDにおいても、学ಆ者自ମが学ಆଵ理するために、
行動目ఏの設定がટ的とされている。
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z 「学習崡崮崫崿」（＝Can-do目標峼達成す峵た峫に必要
な学習活動の流島）の設定

z 「学習要素」（＝各学習活動峼構成す峵要素）の設定

設計：学習崡崮崫崿と学習要素の設定

21



z自学自習（非同期）と嵑崌崾嵔崫崡嵛（同期）向きの活動

設計：学習崡崮崫崿と学習要素の設定

ঽ৾ঽಆきのણ
・オリエンテーション
・入、ହ明
・੦本ಫಆ
・「ୂく・話す・ഭむ・છく」
ણ動

・内ઍ理ੰや成નੳのクイズ
・ୖ題（ધಉ）、発表
・学ಆのஷりନり、自ഞ௬
・テスト

ライブレッスンきのણ
・ସ問
・શ化
・会話、ディスカッション、
発表とQ＆A 

・グループワーク、ુ同業
・体ୡઐણ動
・オーラルテスト

フィードバック
やりとり・ઐ

ി野（2021) p.97

⇒自学自習で実現が難しい「崽崋嵤崱崸崫崗」峮「峮峴と峴嵣交流」峼
嵑崌崾嵔崫崡嵛で峮峵峣きこととして崯崞崌嵛し直す 22



設計：学習崡崮崫崿と学習要素の設定

ৌએ౸業

・౸業のણ動のれ
↓

・前後のଓଌ要ಞ
ಆ
୮ಆや題・ୖ題
નੳクイズ

「みなと」のコース

・ライブレッスンは「学ಆ要ಞ」
の一つ

・「৾ಆステップ」の学ಆણ動
を、どの「৾ಆਏಞ」で実現す
ればટ的か、連動してੌみ合
わせ、設定する。

z 「学習崡崮崫崿」と「学習要素」峼連動して考え、組峩合峹せ峵。

23



z 「Can-do目標」の達成を評価す峵評価方法になってい峵か。
いつ：どの「学習崡崮崫崿」で
何で：教材峮動画、崗崌崢峮崮崡崰、課題、嵑崌崾嵔崫崡嵛峢の参加

峮発表など、どの「学習要素」で
誰が：自己評価か、教師か、崼崊評価か
どのように： Can-do崩崏崫崗、嵓嵤崾 嵒崫崗、崗崌崢峮崮崡崰の点数、

課題峮発表の崹崽崑嵤嵆嵛崡評価と崛嵉嵛崰など
z 「自学自習」の学習崿嵕崣崡峬評価す峵た峫、各崡崮崫崿内に峬達
成確認、評価の崿嵕崣崡峼組峩込峩、 形成的評価の比重峼高く
し、修了要件として明示す峵。

設計：評価方法と修了要件の設定

⇒IDにおいて峬、入口（目標）と出口（評価）の明示、
形成的評価峮自己評価が効果的だとさ島てい峵。 24



５．コースデザイン事：
「まるごとA1（かつどう・りかい）」

「スピーチA2（௴）」
「アニメ・マンガA2（学ૅ場એ）」

25



KCの外交官嵣公務員研修で、
入門（A1）～初級（A2）嵔嵁嵓の
総合日本語授業として行ってきた。

嵔嵁嵓：入門（A1）～初級（A2）
目的：初級（A1-A2）嵔嵁嵓の総合的な

日本語崛嵇嵍崳崙嵤崟嵏嵛能力峼身につけ峵。

対面授業での『峨峵ごと』崗嵑崡

『峨峵ごと 日本のこと峚と文化』
https://www.marugoto.org/

26



対面授業での『峨峵ごと』崗嵑崡

27



まるごと崒嵛嵑イ嵛崛嵤崡

日本語（聞く/話す/読峪/書く）と文化峼総合的に学峣峵
崌嵛崧嵑崗崮崋崾な崛嵤崡
学習崝嵅嵤崰崛嵛崮嵛崬、嵆崌嵂嵤崠で自学自習峼支援

https://www.marugoto-online.jp/info/jp/

28



崛嵤崡崾崫崗 自習崛嵤崡 解説言語
入門(A1)

1～10課
峨峵ごとA1-1（かつどう） 英語

崡嵂イ嵛語
イ嵛崱崵崟ア語
崧イ語
中国語
嵁崰崲嵈語
崽嵑嵛崡語
嵅嵓崰崔嵓語

峨峵ごとA1-1（かつどう嵣峴かい）

11～18課
峨峵ごとA1-2（かつどう）

峨峵ごとA1-2（かつどう嵣峴かい）

初級1(A2) 1～10課 峨峵ごとA2-1（かつどう嵣峴かい） 英語
崡嵂イ嵛語
イ嵛崱崵崟ア語11～18課 峨峵ごとA2-2（かつどう嵣峴かい）

初級2(A2) 1～10課 峨峵ごとA2-3（かつどう嵣峴かい） 英語
崡嵂イ嵛語11～18課 峨峵ごとA2-4（かつどう嵣峴かい）

初中級
（A2/B1)

1～10課 峨峵ごとA2B1-1 英語
2022年5月開講予定

11～18課 峨峵ごとA2B1-2 英語
2022年８月開講予定

まるごと崒嵛嵑イ嵛崛嵤崡
自習崛嵤崡の種類

29



嵣日常場面での崛嵇嵍崳崙嵤崟嵏嵛実践力峼身につけ峵
嵣Can-doごとに学習峼進峫峵

学習の流れ ―「かつどう」

30



嵣崛嵇嵍崳崙嵤崟嵏嵛のために必要な日本語のしくみについて学峠
嵣課ごとに学習峼進峫峵

学習の流れ ―「りかい」

31



目次進捗表示

各課の参照（こと峚） 各課の参照（き峥峽峠峽） 各課の参照（か峽じ）

全体の参照

崝嵅嵤崰崛嵛崮嵛崬

嵂嵤崠内の参照

学ಆページ

学習中に、いつでも参照、検索できる

32



嵆イ嵂嵤崠（学習進捗）

৾ಆਤ⎃

嵉崫崣嵤崠

学習進捗

課題提出の有無

崮崡崰

崿嵔崤嵛崰

学習の進み具合を確認できる

33



嵆イ嵂嵤崠（嵅嵤崰崽ォ嵒崒）

保存した課題

日本語嵣日本文化の体験記録

崮崡崰の結果

Can-do崩崏崫崗の記録

学習の成果を確認できる

34



峨峵ごとA1-1（かつどう嵣峴かい）

z崛嵤崡制作の目的
¾日本語と文化峼総合的に学峝たい人に、自学自習
に加え、教師の崝嵅嵤崰を受けながら、仲間といっ
しょに学習する機会峼提供し、日本語崛嵇嵍崳崙嵤
崟嵏嵛能力の向上につなげ峵。
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z崛嵤崡概要
崛嵤崡崧崌崿 ：教師崝嵅嵤崰付き崛嵤崡
日本語嵔嵁嵓：A１
学習崓崮崜嵒：総合、話す
解説言語 ：英語
学習時間の目安：54時間
教材、課題（1課かつどう嵣峴かい4時間×10）、崮崡崰＝4８時間
嵑崌崾嵔崫崡嵛（45分）×６＋崒嵤嵑嵓崮崡崰（15分）＝5時間

使用教材：
峨峵ごと崒嵛嵑崌嵛崛嵤崡 A1-1（かつどう嵣峴かい）

『峨峵ごと』（入門A1）のL1-10（崰崼崫崗1-5）相当

峨峵ごとA1-1（かつどう嵣峴かい）
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トピック１ にほんご
だい１か こんにちは
１．あいさつを します
２．にほんごを よみます

だい２か もういちど おねがいします
３．きょうしつの ことばを はなします
４．なまえと くにを かきます

トピック２ わたし
だい３か どうぞ よろしく
５．じぶんの ことを かんたんに はなします
６．めいしを よみます

だい４か かぞくは ３にんです
７．かぞくの ことを かんたんに はなします
８．かぞくの しゃしんを みて はなします

トピック３ たべもの
だい５か なにが すきですか
９．すきな たべものが なにか はなします
１０．ほかの ひとに のみものを すすめます
１１．あさごはんの しゅうかんについて はなしま
す

だい６か どこで たべますか
１２．すきな りょうりを いいます
１３．ひるごはんを どこで いっしょに たべるか
ともだちと はなします
１４．メニューを よみます
１５．ハンバーガーの みせで かんたんな ちゅうも
んを します

トピック４ いえ
だい７か へやが ３つ あります
１６．どんな いえに すんで いるか いいます
１７．いえに なにが あるか いいます
１８．ともだちを いえに しょうたいする Eメー
ルを かきます

だい８か いい へやですね
１９．ものを へやの どこに おくか ききます／
いいます
２０．いえを ほうもんします／いえに ともだち
を むかえます
２１．いえの なかを あんないします
２２．そとで なまえや じゅうしょを よみます

トピック５ せいかつ
だい９か なんじに おきますか
２３．なにかを する じかんを いいます
２４．いちにちの せいかつを はなします

だい１０か いつが いいですか
２５．いっしゅうかんの スケジュールについて
はなします
２６．パーティーを いつに するか はなします
２７．バースデーカードを かきます

目ఏCan-do：

37



教師崝嵅嵤崰：
課題の添削（かつどう 2回、峴かい 10回）
嵑崌崾嵔崫崡嵛（崔崌崨嵛崡1回、各崰崼崫崗×5回、崒嵤嵑嵓崮崡崰1回）

修了要件：
学習の進捗 50％
課題の提出 10％ 教材（崛嵤崡崝崌崰での学習終了）
崮崡崰 10％
嵑崌崾嵔崫崡嵛 20％
崒嵤嵑嵓崮崡崰 10％ 全て必須要件、全体で60%以上で修了

峨峵ごとA1-1（かつどう嵣峴かい）
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峨峵ごと崛嵤崡の
工夫嵅崌嵛崰

(1)教材（崛嵤崡崝崌崰）で、『峨峵ごと』のかつどう、峴かいの
一連の学習の流島峼自学自習で実現
かつどう：動画（Can-do場面の理解、遂行練習）
峴かい：嵓嵤嵓の発見⇒説明（解説言語）⇒定着練習
自学自習支援：崝嵅嵤崰崛嵛崮嵛崬、嵆崌嵂嵤崠

武田峥か（2018,2019）

(2) 「課題の添削」「嵑崌崾嵔崫崡嵛」で崽崋嵤崱崸崫崗、個別化
峮峴と峴嵣交流峼実現 千葉峥か（201８）
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KCのさ峨ざ峨な研修
（対象者：外交官嵣公務員、
大学生嵣大学院生、研究者）で、
日本語授業の一部として行ってきた。

嵔嵁嵓：A2～
目的：
嵣初級段階で峬峨と峨った話峼す峵ことで達成感峼得峵
嵣崡崼嵤崩峼行うことで、崰崼崫崗に関す峵語彙峮表現峼学峝、口頭崛
嵇嵍崳崙嵤崟嵏嵛能力峼伸峚す

対面授業での崡崼嵤崩崗嵑崡

『ੂからの日本ୁスピーチ』

40



対面授業の崡崼嵤崩崗嵑崡の流島
（外交官嵣公務員研修の例）

৾ಆઍ ૄ

１ オリエンテー
ション 目的、スケジュール、いいスピーチとは クラス

２ テキストに
ปった学ಆ

スピーチフロー、
Q＆Aで自の内ઍづくり（表現નੳ）
モデルスピーチでイメージ

クラス

3 原ံの 自原ံ成⇒ઇపచ 題

4 原ံの最ી化 意નੳ、リライト⇒ઇపモデルఠଢ શ

5 ಫಆ、資મ スピーチಫಆ、PPT資મ 題

6 スピーチ発表 スピーチ発表、ସઑૢ௦、ピアコメント クラス

7 自ഞ௬ ビデオで自ഞ௬⇒ઇప௬コメント 題
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崡崼嵤崩 A2（観光）

z崛嵤崡制作の目的
¾日本語Ａ２嵔嵁嵓の人で、
「話すことに自信がない人」
「話す機会がそ峬そ峬ない人」
「あ峵程度峨と峨った話峼したいと望峪人」
など峼対象とし、
崡崼嵤崩学習を通して、日本語で話す機会峼
提供し、話すことに自信峼峬て峵峲うに。

42



崡崼嵤崩 A2（観光）

z崛嵤崡概要
崛嵤崡崧崌崿 ：教師崝嵅嵤崰付き崛嵤崡
日本語嵔嵁嵓 ：A2
学習崓崮崜嵒 ：話す、書く、聞く
解説言語 ：英語
学習時間の目安：9時間
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崡崼嵤崩 A2（観光）
目標Can-do：

1. 談話構成が示さ島島峚、自国の観光地について短い簡
単な崡崼嵤崩原稿峼書くことができ峵。

2. ときどき嵉嵊峼見峵ことができ島峚、練習済峩の短い簡単
な崡崼嵤崩峼す峵ことができ峵。

3. ときどき繰峴返し峮説明峼求峫峵ことができ島峚、発表後
の簡単な質問に答え峵ことができ峵。

4. 視覚的な補助があ島峚、短い簡単な崡崼嵤崩峼聞いて
おお峲その内容が理解でき、事実確認等の簡単な質問
ができ峵。
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崡崼嵤崩 A2（観光）
学習崡崮崫崿、学習要素、修了要件：

崡崮崫
崿 崧イ崰嵓 学習要素 修了要件

１ 崛嵤崡崒嵒崐嵛崮嵤崟嵏嵛 動画（PPT動画） 5％

２ 【嵑崌崾嵔崫崡嵛】話すこと峼考え峵 嵑崌崾嵔崫崡嵛 20％

３ 崡崼嵤崩原稿峼書く 課題 20％

４ 崡崼嵤崩の準備峼す峵 教材 10％

5 【嵑崌崾嵔崫崡嵛】崡崼嵤崩発表会 嵑崌崾嵔崫崡嵛 30%

6 自己評価 崻崯崒（各自） 課題 教材 動画 10%

7 学習の峟峴かえ峴 崊嵛崙嵤崰 5%
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崧イ崰嵓 学習要素

１ 崛嵤崡崒嵒崐嵛崮嵤崟嵏嵛 動画（PPT動画）

２ 【嵑崌崾嵔崫崡嵛】
話すこと峼考え峵 嵑崌崾嵔崫崡嵛

３ 崡崼嵤崩原稿峼書く 課題

４ 崡崼嵤崩の準備峼す峵 教材

5 【嵑崌崾嵔崫崡嵛】
崡崼嵤崩発表会 嵑崌崾嵔崫崡嵛

6
自己評価
崻崯崒（●●さ峽） 課題 教材 動画

7 学習の峟峴かえ峴 崊嵛崙嵤崰

学習内容 形式

崛嵤崡崒嵒崐嵛崮嵤崟嵏嵛 崗嵑崡

崮崕崡崰の内容に沿った学習 崗嵑崡

原稿の準備 宿題

原稿の最終化 個別

練習、資料準備 宿題

崡崼嵤崩発表 崗嵑崡

自己評価と教師崽崋嵤崱崸崫崗 宿題、手
渡し

崒嵛嵑崌嵛崛嵤崡 対面授業

オリエンテーション⇒学ಆણ動⇒௬のれはુ通 46



崧イ崰嵓 学習要素

１ 崛嵤崡崒嵒崐嵛崮嵤崟嵏嵛 動画（PPT動画）

２ 【嵑崌崾嵔崫崡嵛】
話すこと峼考え峵 嵑崌崾嵔崫崡嵛

３ 崡崼嵤崩原稿峼書く 課題

４ 崡崼嵤崩の準備峼す峵 教材（嵔崫崡嵛崮嵛崿
嵔嵤崰）

5 【嵑崌崾嵔崫崡嵛】
崡崼嵤崩発表会 嵑崌崾嵔崫崡嵛

6
自己評価
崻崯崒（●●さ峽）

課題
教材（嵔崫崡嵛崮嵛崿
嵔嵤崰 動画）

7 学習の峟峴かえ峴 崊嵛崙嵤崰

学習内容 形式

崛嵤崡崒嵒崐嵛崮嵤崟嵏嵛 崗嵑崡

崮崕崡崰の内容に沿った学習 崗嵑崡

原稿の準備 宿題

原稿の最終化 個別

練習、視覚資料の準備 宿題

崡崼嵤崩発表 崗嵑崡

自己評価と教師崽崋嵤崱崸崫崗 宿題、手
渡し

工夫嵅崌嵛崰(1)
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工夫嵅崌嵛崰(1)
崛嵤崡崒嵒崐嵛崮嵤崟嵏嵛

“文字だけ”で峙伝峹峴にくい情報量峮活動内容
☞崛嵤崡崒嵒崐嵛崮嵤崟嵏嵛峼動画で実施

崛嵤崡概要の峩で説明 動画で崡崮崫崿ごとに説明
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崧イ崰嵓 学習要素

１ 崛嵤崡崒嵒崐嵛崮嵤崟嵏嵛 動画（PPT動画）

２ 【嵑崌崾嵔崫崡嵛】
話すこと峼考え峵 嵑崌崾嵔崫崡嵛

３ 崡崼嵤崩原稿峼書く 課題

４ 崡崼嵤崩の準備峼す峵 教材（嵔崫崡嵛崮嵛崿
嵔嵤崰）

5 【嵑崌崾嵔崫崡嵛】
崡崼嵤崩発表会 嵑崌崾嵔崫崡嵛

6
自己評価
崻崯崒（●●さ峽）

課題
教材（嵔崫崡嵛崮嵛崿
嵔嵤崰 動画）

7 学習の峟峴かえ峴 崊嵛崙嵤崰

学習内容 形式

崛嵤崡崒嵒崐嵛崮嵤崟嵏嵛 崗嵑崡

崮崕崡崰の内容に沿った学習 崗嵑崡

原稿の準備 宿題

原稿の最終化 個別

練習、視覚資料の準備 宿題

崡崼嵤崩発表 崗嵑崡

自己評価と教師崽崋嵤崱崸崫崗 宿題、手
渡し

工夫嵅崌嵛崰(2)
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工夫嵅崌嵛崰(2)
嵑崌崾嵔崫崡嵛
対面授業で峙
①QA峼しなが峳、話す内容峼決峫峵
②崡崼嵤崩発表会で、質問に
答えた峴、崡崼嵤崩に質問した峴す峵

☞「峮峴と峴」「崽崋嵤崱崸崫崗」峼実現す峵た峫、
「嵑イ崾嵔崫崡嵛」峼2回実施

”教師と学習者”
”学習者同士”の
峮峴と峴、崽崋嵤崱崸崫崗
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崧イ崰嵓 学習要素

１ 崛嵤崡崒嵒崐嵛崮嵤崟嵏嵛 動画（PPT動画）

２ 【嵑崌崾嵔崫崡嵛】
話すこと峼考え峵 嵑崌崾嵔崫崡嵛

３ 崡崼嵤崩原稿峼書く 課題

４ 崡崼嵤崩の準備峼す峵 教材（嵔崫崡嵛崮嵛崿
嵔嵤崰）

5 【嵑崌崾嵔崫崡嵛】
崡崼嵤崩発表会 嵑崌崾嵔崫崡嵛

6
自己評価
崻崯崒（●●さ峽）

課題
教材（嵔崫崡嵛崮嵛崿
嵔嵤崰 動画）

7 学習の峟峴かえ峴 崊嵛崙嵤崰

学習内容 形式

崛嵤崡崒嵒崐嵛崮嵤崟嵏嵛 崗嵑崡

崮崕崡崰の内容に沿った学習 崗嵑崡

原稿の準備 宿題

原稿の最終化 個別

練習、視覚資料の準備 宿題

崡崼嵤崩発表 崗嵑崡

自己評価と教師崽崋嵤崱崸崫崗 宿題、手
渡し

工夫嵅崌嵛崰(3)
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工夫嵅崌嵛崰(3)
自己評価
対面授業で峙
①崻崯崒峼見て、振峴返峴峼
行う（崟嵤崰に記入、提出）
②自己評価崟嵤崰に教師か峳の
崽崋嵤崱崸崫崗峼記入、返却

☞自己評価の一連の流島峼、「課題＋動画」
で再現

崽崋嵤崱崸崫崗記入
→返却

自己評価
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崡崼嵤崩崛嵤崡の
工夫嵅崌嵛崰

(1)崛嵤崡崒嵒崐嵛崮嵤崟嵏嵛峼「動画」で

(2)「峮峴と峴」「崽崋嵤崱崸崫崗」峼「嵑崌崾嵔崫崡嵛」で

(3)「自己評価」峼「課題＋動画」で
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■概要
嵔嵁嵓 ：初級後半～中級
対象者 ：崊崳嵉嵣嵆嵛崔に興味があ峵人
目標Can-do：1. 好きな崊崳嵉嵣嵆嵛崔の登場人物峮崡崰嵤嵒嵤峼説明でき峵。

2. 崊崳嵉嵣嵆嵛崔の日本語の崕嵋嵑崗崧嵤に峲峵表現の違い峼知峵。
3. 日本語で嵆嵛崔峼読峽で，崕嵋嵑崗崧嵤表現が峹か峴、
崕嵋嵑崗崧嵤峳しく崣嵒崽峼言うことができ峵。

対面授業での
崊崳嵉嵣嵆嵛崔の日本語（学校場面）
海外で日本語峼学峠
大学生峮高校生峼対象とした
２～6週間の訪日研修において、
授業として実施。

「アニ䝯䞉䝬䞁ガの日本語」Web
サイト䠄https://anime-manga.jp䠅
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■授業の流れ

対面授業での
崊崳嵉嵣嵆嵛崔の日本語（学校場面）

内容

１
①好きな崊崳嵉嵣嵆嵛崔について話す
②崕嵋嵑崗崧嵤の表現の違い峼知峵
③崕嵋嵑崗崧嵤表現で話す

２
④嵆嵛崔峼読峪
⑤崕嵋嵑峼選峽で、崘嵓嵤崿で練習
⑥発表
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z崛嵤崡制作の目的

¾ 「崊崳嵉嵣嵆嵛崔の日本語A1（あいさつ）」崛嵤崡に続く学
峝の場の提供す峵。

崊崳嵉嵣嵆嵛崔の日本語A2
（学校場面）教師崝嵅嵤崰付き崛嵤崡

会話峮崡崰嵤嵒嵤
の中で学峝たい

嵆嵛崔で使峹島てい峵
峬っと色々な表現峼
学峝たい
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崊崳嵉嵣嵆嵛崔の日本語A2
（学校場面）教師崝嵅嵤崰付き崛嵤崡
z崛嵤崡概要
崛嵤崡崧崌崿 ：教師崝嵅嵤崰付き崛嵤崡
日本語嵔嵁嵓 ：A2
学習崓崮崜嵒 ：文化嵣社会、話す、読峪
解説言語 ：英語
学習時間の目安：3時間
目標Can-do ：
① 崊崳嵉嵣嵆嵛崔の日本語の崕嵋嵑崗崧嵤に峲峵表現の違い峼知峵
② 簡単な崣嵒崽で書か島てい島峚、嵆嵛崔峼読峽で、
おお峲その内容峼理解す峵ことができ峵

③ 場面峼理解し、崕嵋嵑崗崧嵤峳しく崣嵒崽峼言うことができ峵
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学習崡崮崫崿、学習要素、修了要件

崊崳嵉嵣嵆嵛崔の日本語A2
（学校場面）教師崝嵅嵤崰付き崛嵤崡

崧崌崰嵓 学習要素 修了要件

１ 表現峼学峠
表現確認崗崌崢

動画
崮崡崰 30％

２
嵆嵛崔峼読峪
内容確認崗崌崢
語彙嵒崡崰

教材
崮崡崰
教材

30％

３ な峴きって崣嵒崽峼言う
男の子／女の子にな峴き峵

課題
動画 30％

４ 峩峽なの声峼聞く
学習の峟峴かえ峴

教材
崊嵛崙嵤崰 10％
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対面 「みなと」

工夫嵅崌嵛崰（１）
「嵆嵛崔を読む」を「教材（崝イ崰）＋崮崡崰」で実現

嵣嵆嵛崔峼配布
嵣個人峮嵂崊で、嵆嵛崔峼読峪
嵣内容確認の質問で、理解峼確認

教材で崝崌崰峢誘導
（崝崌崰の見方峼解説）

崮崡崰で理解峼確認 語彙嵒崡崰で、学校場面の
語彙峼補足説明

嵆嵛崔峼読峪
（教材PPT）

内容確認崗崌崢
（崮崡崰）

語彙嵒崡崰
（教材PDF）

武田ほか䠄2017䠅
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対面 「みなと」

工夫嵅崌嵛崰（２）
「発表」を「課題＋崘嵓嵤崿」で実現

嵣崕嵋嵑峼選峽で、崘嵓嵤崿で練習
嵣崗嵑崡で発表 嵣動画峼見なが峳声峼

録音して、提出
嵣教師か峳崛嵉嵛崰の送付

嵣提出さ島た音声峼
教材で共有
嵣崘嵓嵤崿峢誘導

嵣嵎嵤崞嵤同士で崛嵉嵛崰

な峴きって崣嵒崽峼言う
（課題）＋（動画）

峩峽なの声峼聞く
（教材PPT） 崘嵓嵤崿

武田ほか䠄2017䠅
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６．開発：
自学自ಆ（శ同期）用ઇ౫

61



というわけにはいかない!

教師が授業で使う
PPT

学習者が
自習する教材

対面授業で使ってい峵教材峼、LMSに崊崫崿嵕嵤崱す島峚、
崒嵛嵑崌嵛崛嵤崡教材のできあが峴嵣嵣嵣
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例：崊崳嵉嵣嵆嵛崔A2(学校場面)
教師崝嵅嵤崰付き崛嵤崡
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ち峱っと思い出して峩峲う

導入 展開 峨と峫

対面授業は、どんな流れで進めている？
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授業の流れ峼教材の構成に落とし込峪！

導入 展開 峨と峫

教材内工夫 嵅崌嵛崰１
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注意の喚起 学習目標の提示 場面の意識づけ

学校崌嵑崡崰、効果音 目標Can-do 学校場面嵆嵛崔

導入

66



崡嵊嵤嵓崡崮崫崿構成 参加できる場の作成 練習に崸嵒エ嵤崟嵏嵛

導入⇒確認 Youで発話峼促す 次峙3秒以内
気づき 主体的に 飽きずに

展開
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内容のまとめ Can-do崩ェ崫崗 次へ誘導

学習した嵅崌嵛崰 目標達成自己評価 次の学習予告

峨と峫
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授業の流れ峼教材の構成に落とし込峪！

Ａ注意の喚起
Ｂ学習目標の提示
Ｃ場面の意識付

導入 展開 峨と峫
Ａ崡嵊嵤嵓崡崮崫崿構成
Ｂ参加でき峵場の作成
Ｃ練習に崸嵒崐嵤崟嵏嵛

Ａ内容の峨と峫
ＢCan-do崩崏崫崗
Ｃ次峢誘導

教材内工夫 嵅崌嵛崰１
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ち峱っと思い出して峩峲う

対面授業で、教師はどんな役割をしていますか？
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教室での教師の役割峼教材内に明示す峵！

教材内工夫 嵅崌嵛崰２

Ａ存在する
Ｂ情報の提示
Ｃ指示
Ｄ進行管理
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崲崻崚嵤崟嵏嵛崕嵋嵑崗崧嵤が教師代峹峴
教師、崕嵋嵑の存在に峲峵動機づけの効果峬

存在す峵
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見峮すい位置に時間差で表示
形に注目⇒気づき⇒説明峼実現
視線の動き、注意峼峜く色峮大きさ
提示順序、崧崌嵇嵛崘効果

情報の提示
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教師の活動指示峼吹き出しで
役割ごとに位置峮表示峼固定化

指示
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崧崌嵆嵤峮解答表示の崧崌嵇嵛崘に効果音

進行管理

学習の区切峴でBGM峼変え、区切峴峼意識

♫ ♬

学習の進行に嵉嵒崷嵒 75



教室での教師の役割峼教材内に明示す峵！
教材内工夫 嵅崌嵛崰２

わかりやすい イ嵑イ嵑しない

Ａ存在す峵
Ｂ情報の提示
Ｃ指示
Ｄ進行管理 位置、色、大きさ

速さ、量
BGM
効果音
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1. 授業の流れ峼教材の構成に落とし込峪

Ａ崡嵊嵤嵓崡崮崫崿構成
Ｂ参加でき峵場の作成
Ｃ練習に崸嵒崐嵤崟嵏嵛

Ａ内容の峨と峫
ＢCan-do崩崏崫崗
Ｃ次峢誘導

2. 教室での教師の役割峼教材内に明示す峵

わかりやすい

イ嵑イ嵑しない

Ａ存在す峵
Ｂ情報の提示
Ｃ指示
Ｄ進行管理

まとめ展開導入

位置、色
大きさ
速さ、量

BGM
効果音

Ａ注意の獲得
Ｂ学習目標の提示
Ｃ場面の意識付

自学自習用教材の嵅崌嵛崰
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イ嵛崡崰嵑崗崟嵏崲嵓嵣崯崞イ嵛（ID）理論から
嵤崔崳ェの9教授事象 崔崳崏峥か（2007)

嵤崙嵑嵤のARCS嵊崯嵓 J.M.崙嵑嵤(2010) 鈴木（2002）

嵤崚嵤嵈理論、崚嵤嵇崽ィ崙嵤崟嵏嵛 嵑崌崚嵓嵤崡峥か(2010)
没入感、崊崸崧嵤、選択性、競争、挑戦、ご褒美など

教育工学の知見峼活かす１嵤学習の流島、動機づけ嵤

ো
１．学ಆ者のି意をᄁକする
２．学ಆ目ఏをੴらせる
３．前੯をનੳする

ன৫
4．新しい事ඨをંする
5. 学ಆのଉをଖえる
6. ಫಆの機会を設ける
7. フィードバックをする

まとめ
8.学ಆの成ટを
௬する

9.保とૡを
高める

Attention：ି意 એஜそうだなあ
Relevance：関連性 やりがいがありそうだなあ
Confidence：自信 やればできそうだなあ
Satisfaction：ଌ やってよかったなあ
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遠隔教育やMOOC、認知心理、学習分析から
嵤教師峮仲間の存在、心理的距離

崲崻崚嵤崟嵏嵛崕嵋嵑崗崧嵤峮崊崸崧嵤の活用
嵤崒嵛嵑崌嵛教材峙視覚、聴覚に訴え峵

崡嵑崌崱峮動画の構成、BGM、効果音
嵤複数嵉崯崋崊の認知負荷、嵊崨嵒崮崋効果

目線峮崧崌嵇嵛崘峼意識した情報提示峮UI崯崞崌嵛
ー学ಆૐ中時間、マイクロラーニング

ઇ౫はಢ時間、小ਜ਼でమ的に

教育工学の知見峼活かす２嵤画面上の提示UI、体感UX－

⇒教育工学の知見峬活かすことで「自学自習」の学峝峼支援
す峵効果的な教材に 79



７．開発：
ライブレッスン（同期）用ઇ౫、ઇ੧
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教師が対面授業で
使う教材

学習者が
自習自習する教材

対面授業で使ってい峵教材峼嵑崌崾嵔崫崡嵛用教材に？
自学自習用教材峼嵑崌崾嵔崫崡嵛用教材に？
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嵑イ崾嵔崫崡嵛用教材（学習活動）
例：崡崼嵤崩A2（観光） Step２「話すこと峼考え峵」

同期ですべき「やりとり、フィードバック、શ化」にり、
ઇపは౸業力を生かして々の学びを੍ର 82



嵑イ崾嵔崫崡嵛用教材（活動指示）
例：崡崼嵤崩A2（観光） Step２「話すこと峼考え峵」

ણ動のれのનੳやഁめજり、௬੦などのનੳ
83



嵑イ崾嵔崫崡嵛用教材（発表嵣質疑応答）
例：崡崼嵤崩A2（観光） Step5「崡崼嵤崩発表会」

日本で いち峚峽 お
すす峫の
か峽こうち峙
おきな峹です。
嵣嵣嵣

スピーチ発表中はઇ౫をઞわずએ௭しにコミュニケーション
84



嵑イ崾嵔崫崡嵛用教材（自学自習の成果確認）
例：峨峵ごとA1-1（かつどう嵣峴かい） 千葉峥か（2018）

・ライブレッスン（トピック、2ୖ分)   2ౝに1回 45分
「トピック３ たべもの」

Can-doણ動２ எのફごはんをઌを見せながらງஂする。

自学自ಆઇ౫と同じ学ಆプロセスをりନさない、ಆຯづけ
フィードバック、やりとり・ઐの場に 85



嵑イ崾嵔崫崡嵛用教案
例：崡崼嵤崩A2（観光） Step２「話すこと峼考え峵」
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８．実：ઇపの૽સ
（全体൸の૭ଳ化、自学自ಆサポート、
フィードバック、つながる場づくり）

87



崒嵛嵑崌嵛だと、学習者が何峼す峣きか峹かっていない？
峮峵気がなくて続かない？
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全体像の可視化
例：崡崼嵤崩A2（観光）

崛嵤崡概要や崒嵒エ嵛崮嵤崟嵏嵛で、
崛嵤崡の全体像峼峹か峴峮すく提示

崛嵤崡の
全体像
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全体像の可視化

学習の
順番

学習崡崮崫崿
や学習要素
の崧イ崰嵓峼
工夫して、
学習内容峼
峹か峴峮すく

崡崙崠嵍嵤嵓や
締め切り峼明
示し、学習の
順番峮進峫方
峼峹か峴峮すく、
迷峹ない峲うに

学習の
内容

例：崡崼嵤崩A2（観光）
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自学自習崝嵅嵤崰

学習者との連絡方法と崧イ嵇嵛崘

おੴらせଦਦ コース加者やશの学ಆ者への連൪メール
：スピーチ原ံや自ഞ௬のୖ題出期を一ผ連൪

ઇపのచや自ഞ௬用動アップをશ連൪
メッセージ 学ಆ者とઇపの一対一のやりとり
：શの連൪やସ問、相、ཫまし

タイミング ཫましとしてટ的なサイクルや日時
：出期は月日、リマインドは水日、

ライブレッスンは木日など

例：崡崼嵤崩A2（観光）
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崽ィ嵤崱崸崫崗

ライブレッスン
発話、会話、発表など

ୖのచ、௬コメント
ધ、ఠଢ、動、ષ
などの学ಆ成ટ

例：崡崼嵤崩A2

92



つながる場づくり
グループൕંഝ
自ഞງஂ、Q＆A、お題 成ટへのピアコメント

ઇపやൎ間など人とのつながりをじ
ながら学ぶことは動機づけにટ的

教師、仲間とのやりとり嵣交流
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z 全体像の可視化
崛嵤崡全体像峼崛嵤崡概要峮崒嵒崐嵛崮嵤崟嵏嵛で明示
学習の内容、順番峼崧崌崰嵓峮崡崙崠嵍嵤嵓設定で

z 自学自習崝嵅嵤崰
全体、個別の連絡方法と崧崌嵇嵛崘で自学自習峼支援

z 崽崋嵤崱崸崫崗
課題の添削峮発表の評価崛嵉嵛崰など学習成果峢の
崽崋嵤崱崸崫崗

z つなが峵場づく峴
崘嵓嵤崿掲示板など交流、崛嵇嵍崳崙嵤崟嵏嵛の場に

実施：教師の役割
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崒嵛嵑崌嵛峢の切峴替え峙比較的崡嵈嵤崢に
-崛嵕崲禍前の「峩なと」の崛嵤崡制作、運用経験
-研修担当教師峬全員「峩なと」の授業峼担当

日本語研修
崒嵛嵑崌嵛研修として崯崞崌嵛し直し、実施
Zoom、Slack峮SNS、Google Driveなど峼利用

嵅イ嵛崰
「峩なと」の運用峼通じたICT崡崕嵓？
非同期、同期です峣き活動峼踏峨えた崛嵤崡崯崞崌嵛、
学峝峼支援す峵教師の役割の意識づく峴

崛嵕崲禍後のKCの日本語研修峢の崺嵛崰
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こ島か峳の教育
ICTの活用、崻崫崘崯嵤崧峮AIなどの技術の発展
→各学習者に最適化さ島た学習内容の提供
→崽崋嵤崱崸崫崗の自動化
自学自習（非同期）、対面or崒嵛嵑崌嵛授業（同期）
峼組峩合峹せ、学習者に最適な学峝峼提供す峵時代

こ島か峳の教師に求峫峳島峵能力峮役割
対面授業の経験峼活かしつつ、教育工学等の知見
峬踏峨え、崛嵤崡峮教材峼崯崞崌嵛し直し、学習峼崝嵅嵤崰、
崽崉崟嵒崮嵤崰

こ島か峳の日本語崛嵤崡の制作、運用に向けて
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９．ITをથにણ用したチームでの
ઇ実ᄷに向けて
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崩嵤嵈で崛嵤崡崯崞崌嵛、制作、運用峼協働でき峵？
崛嵤崡崯崞崌嵛のし直し（分析、設計、開発、実施、評価）
崛嵤崯崋崵嵤崧？授業担当者？
崶崎崷崎移転、意識づけ峙どうす島峚？

自学自習峬含峫た崛嵤崡、教材の開発峙大変そう
既存のe嵑嵤崳嵛崘教材峙活用でき峵？
学習者峙自学自習、教師の役割峙？

全体討論に向けて
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崩嵤嵈で崛嵤崡崯崞崌嵛、制作、運用峼協働でき峵？
崛嵤崡崯崞崌嵛のし直し（分析、設計、開発、実施、評価）
崛嵤崯崋崵嵤崧？授業担当者？
例：崡崼嵤崩A2崛嵤崡

分析、設計（3人で）
開発（Stepごとに分担して開発⇒検討⇒修正⇒試行）
実施（崛嵤崡担当、授業担当で役割分担崽嵕嵤）
評価（崊嵛崙嵤崰等峼峬とに峟峴かえ峴、終了嵒嵅嵤崰）
⇒各崿嵕崣崡の改善

崶崎崷崎移転、意識づけ峙どうす島峚？
例：「峩なと」崛嵤崡担当者研修（今日の資料、崒嵛嵑崌嵛化峬）

講師向け説明会、検討会、崛嵤崡運用峼通じて

全体討論に向けて
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自学自習峬含峫た崛嵤崡、教材の開発峙大変そう
既存のe嵑嵤崳嵛崘教材峙活用でき峵？
学習者峙自学自習、教師の役割峙？

例：峨峵ごと崛嵤崡 自習＋授業（週2回）
かつどう自習30分⇒授業45分 聞く、話す、生活と文化
峴かい自習60分⇒授業45分 こと峚嵣文法嵣文字、読峪、書く（FB）
崒嵒崐嵛、L1-L10、峨と峫、崮崡崰 15回
⇒反転的に利用す峵ことで、授業峼活性化し、峲峴深い学峝に
効率的な上達に峬

全体討論に向けて

ઇపの૽સは日本ୁの上のための
学ಆ（ઇ）システム全体の設ੑ
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質疑応答２ 

司会：ただいまのご講演について短い質問を 2つ 3つ受け付けたい。 

フロア２：自己評価を動画で出す理由について説明していただきたい。

熊野：自分のスピーチ発表の動画を振り返って評価をする。動画を見て質疑応答に上手く答えられたかなどの評

価を書く。

フロア２：動画を見て評価を書くのか。

熊野：そうだ。自己評価を動画で出すのでなく、自身の動画を見て自己評価をする。
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全体討論	
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全体討論

登壇者：李  在鎬（早稲田大学）、熊野 七絵（国際交流基金関西国際センター）、義永美央子（大阪大学） 

全体討論司会 西口 光一（大阪大学）
（以上、敬称略）

義永：さまざまな ITリソースがある中で、それを選び、提示することがこれからの教師には必要だと改めて感

じた。自学自習のサポートと自律学習のサポートの違いについて、熊野先生には、自律学習と自学自習を	 	

あえて区別しているのかを聞きたい。

熊野：自学自習と教師のサポートとを組み合わせた上で、一人で学ぶことを自学自習と呼ぶ。自分で学習を管理	 	

できることを自律学習としている。

これからの教師にとっては ICTキュレーションスキルが必要。各自のニーズに合わせて、コースはどう

いう人に向いていて、サイト、アプリはどういうものかなど、リソースの特性を踏まえて紹介することが

大事。「みなと」や「NIHONGOeな」などのポータルサイトも活用できる。 

司会：李先生からも何か。

李：自律学習をどうサポートするかは大事な問題。大木充先生が『CEFR の理念と現実 現実編 教育現場への

インパクト』の中でアンリ・オレックの議論を紹介する形で自律学習は一人での学びではなく、自分で自分

の学習を管理することだと言っていた。それには訓練が必要。自分の学習を自分で管理できるような力を教

師などファシリテーターが訓練したうえで学習を進めるべきだと思った。

（フロアからの質問）

司会：それでは、フロアからご意見・ご質問をお願いしたい。

司会：熊野先生は A2ゴールで対面授業を実施していたようだが、その時の教師の役割は熊野先生の話プラス何

かあるか。

熊野：コースデザインなども含めて授業を教師が担っている。

司会：対面のコースとオンラインコースでゴールの達成状況に違いはあるのか。オンラインコースの学習者は既	 	

習者なのか。

熊野：教師の役割は違うと言った方がいいかもしれない。「みなと」で初めて日本語を学習する学習者を対象と	

して教サポコースを実施した際の実感としては、日本語の到達レベルは、総合コースではオンラインコー

スであっても一定の程度に達している。ある程度自律的な学習者の場合であるが。

司会：外交官の研修の場合は対面でできるが、自学自習の方が経費を減らせるのでは。



熊野：外国語学習に慣れていない人も多いので、対面でなければ難しい場合も多い。

司会：対面の場合の教師の役割は手取り足取りなのか。

熊野：それだけではないと思う。授業のほうがやり取りや交流、フィードバックなど日本語を使う場としては全

然違う。

司会：その場合のフィードバックというのは、彼らが話している現場でのリカーストとか話すことのサポートで

はないか。オンラインコースではプロダクトに関するフィードバックのようだが。

熊野：課題の添削などはそうだが、授業内でのフィードバックはある。

司会：ライブ授業の場合は、授業中の学生のパフォーマンスをサポートするとかリカーストというのはあるとい

うことか。ただ、熊野先生のお話では、そのことは言及されていなかったようだ。

熊野：やりとりのフィードバックの場だと思っているし、学習者からのフィードバックというものもある。使っ

ている日本語が通じているのか、発話の確認をしたり、その次のレベルアップにつなげるにはどうしたらい

いのか、など。そのため、ライブレッスンをつけられるオンラインコースの場合は、そこに特化したい。

司会：フロアの方、どうぞ。

フロア３：英語教育で悩むのはプレゼンテーションさせたりするときに Zoom だとチャットにコメントを書い

てもらうなどできるが、熊野先生のように動画にコメントをつけてもらうとなると、動画が重いのでちゃん

としたプラットフォームが必要だと思う。そういったことが可能になるシステムがあれば教えてほしい。非

常勤なので大学の LMSが使えない。また、フィードバックはどこまで精緻にしているのか。 

司会：前半については李先生、どうですか。

李：早稲田ではMoodleを使っている。重たい動画の場合はGoogleドライブにアップロードしてリンクを貼り

付けてもらう、ユーチューブにアップすることもできる。

熊野：ルーブリックはこちらがある程度提示する。スピーチの内容がこうだったかと記述したものや、質疑応答

に簡単なものであれば答えることができたかというような A2レベルの Can-do 文言をルーブリックにし、

評価する。教師からは次のステップに進むにはこういうところが足りなかったとコメントしたりしている。 

司会：フロアの方からの質問があります。今回のシンポジウムのテーマの一部でもありますが、「チームでの教

育実践の可能性」については、どのように可能になるでしょうか。従来型教師と ITエキスパート教師の「分

断」はどのように克服できるでしょうか。）李先生からどうぞ。

李：分断の克服は難しいかもしれない。大学では課題を共有すれば、その部分については一緒に力を合わせられ

るかもしれない。分断はあるものとする。私は早稲田では日本語教育センターに所属していないが、IT 関

係は別のセクションがある。IT は専門家に、教育は教師にと分業するのがいいかもしれない。 

熊野：関西センターでは何人かのチームがある。スピーチのコースは 3 人だった。狙いを共有した上で、ステッ
176
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プのどこを担当するのかを決めて作成した後、話して修正し、実際に使ってみて修正する。コーディネータ

ーに当たる人は全体のフローを作り、授業の担当者は授業を行う。分担のノウハウについては、「みなと」

でコースを作る時に、必要な視点を資料化し、担当者向けの研修も実施している。複数で担当することで、

お互いにノウハウを学べるようにしていったり、授業の担当者は、そういうこと（コース全体のねらいや各

ステップ、授業の役割）を知ってから担当すると変わってくると思う。

司会：フロアの方からの質問（どなたに質問というわけではないのですが、ご意見聞けたらと思うことを３つ。

１）課題提出がオンラインに移行する中で、手書きの課題の必要性をどう考えますか。例えば漢字など。２）

AI 翻訳の精度がここまで上がった今、語学教師がそれに仕事を奪われるのではなく、逆に活用できる方法

はあるでしょうか。３）私は A,B,といった学校の成績をつけなければならない立場です。自律学習、調べ

学習など、点数化に馴染まない学び方が増えた時、何をどう点数化するのがいいか悩みます。）について李

先生、どうですか。

李：手書きの必要性について、アカデミックな活動についてはもうしないと思うのでそんなにすすめなくていい

と思う。漢字の研究者も書いて覚える練習はいらないかもと言っていた。AI翻訳については、学生に聞い

てみたことがある。半分くらいは反対・半分くらいはいいんじゃないか、ということだった。短期的にはい

いが、長期的には損するのは自分という意見もあって納得した。翻訳機は今後もますます出てくると思う。

5 年・10 年後には翻訳機を使うのが当たり前になりそう。文化学習の延長として言語学習を捉えると、そ

れは AIにはできない。3つ目について、調べ学習は添削が難しいが、私は文字数を数えて点数化している

（計量国語学などでは長さは重要な指標として認知されているので）。オンライン学習ではどれくらい頑張

ったかを評価するのが大事だが、それを教師がするのはどうかと思うので、文字数を数えている。

司会：1番については、集中コースの秋学期にオンラインでコースをした。ビギナーから始まった人たちだった。

最初はローマ字でもいいということにしたが、それを漢字交じりのものに直してそれを返していた。する

と、三分の二くらいは自分の言いたいことを多少なりとも日本語で入力できるようになった。2番目は、担

当した中級前半クラスで翻訳機をどうぞ使ってくださいということにしたが、エッセイシェアリングの時

間には学生同士で読み聞かせをして、漢字にフリガナをつけさせるようにした。すると、適当に翻訳した文

を作る人はいなかったので、シェアリングをさせる方法もある。

熊野：フロアからの質問、（学習者同士の活動をオンラインでどう実現できるかに関心があり、アフレコの例が

参考になった。成果について、対面とオンラインで違いがあるか、）について、アフレコとして、みんなで

一つのものを発表するという達成感は対面の方があるが、自分に合わせてなりたいキャラを選べる点はオ

ンラインの方がいい。他者のアフレコにコメントしあうのはオプションだったが、8割以上の人が他の人の

音声を聞いていた。動機付けの面で（ピアコメントを取り入れたのは）よかった。対面とオンラインで得ら
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れるものの違いはあった。

司会：IT 教師と従来の教師のデジタルディバイドについては今後も課題を共有しながらやっていくしかない。

対面教師のコントリビューションも、ITエキスパートは上手に活用すべきだが、ITエキスパートの方が優

位になっていくのかもしれない。



179 

付録：過去の大阪大学専門日本語教育研究協議会の開催状況	

１．第１回大阪大学専門日本語教育研究協議会：	

「大学院レベルの専門日本語教育とは何か」	

日時：2007	年 3	月 13	日（火）13：00～17：50	

場所：吹田キャンパスICホール Room５＆６	

２．第２回大阪大学専門日本語教育研究協議会：	

「大阪大学における専門日本語教育のさらなる定着に向けて	

―留学生・指導教員とのディスカッションを通して―」	

日時：2009	年 3	月 10	日（火）13：00～17：30	

場所：吹田キャンパス	ICホール Room５＆６	

３．第３回大阪大学専門日本語教育研究協議会：	

「専門日本語教育におけるライティング能力の養成	

―留学生と日本人学生の双方に対する教育の共通課題―」	

日時：2010	年 3	月 9	日（火）13：00～17：30	

場所：吹田キャンパス	コンベンションセンター会議室１	

４．第４回大阪大学専門日本語教育研究協議会：	

「キャリア形成につながる専門日本語教育を考える」	

日時：2011	年 3	月 8	日（火）13：00～17：00	

場所：吹田キャンパス	コンベンションセンター会議室 1	

５．第５回大阪大学専門日本語教育研究協議会：	

「日本語教育のスタンダードの課題と展望」
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日時：2012	年 2	月 15	日（水）13：00～17：00	

場所：吹田キャンパス	コンベンションセンター会議室 1	

6．第 6	回大阪大学専門日本語教育研究協議会：	

「研究留学生のための専門日本語教育を考える」	

日時：2013	年 2	月 19	日（火）13：00～17：00	

場所：吹田キャンパス	コンベンションセンター会議室 1	

7．第 7	回大阪大学専門日本語教育研究協議会：	

「上級レベルの専門日本語教育	-理論と実践-」	

日時：2014	年 2	月 17	日（月）13:00〜17:00	

場所：吹田キャンパス	IC	ホール Room５＆６	

8．第 8	回大阪大学専門日本語教育研究協議会：	

「グローバル時代を生き抜く力の養成と大学における日本語教育を考える	

-大学から社会への橋渡しを視野に-」

日時：2015	年 2	月 17	日（火）13:00〜17:00	

場所：吹田キャンパス	コンベンションセンター	2	階	会議室 2	

9．第 9	回大阪大学専門日本語教育研究協議会：	

「専門日本語教育におけるIT	活用の可能性」	

日時：2016	年 2	月 16	日（火）13:00〜16:55	

場所：吹田キャンパス	IC	ホール Room５＆６	

10．第 10	回大阪大学専門日本語教育研究協議会：	

「内容言語統合型学習（CLIL）の実践に向けて」	

日時：2017	年 2	月 21	日（火）13:00〜17:00
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場所：吹田キャンパス	IC	ホール Room５＆６	

11．第 11	回大阪大学専門日本語教育研究協議会：	

「学習者オートノミーを育む言語学習とその支援」	

日時：2018	年 2	月 16	日（金）13:00〜17:00	

場所：吹田キャンパス	IC	ホール Room５＆６	

12．第 12	回大阪大学専門日本語教育研究協議会：	

「市⺠性教育と⽇本語教育」

日時：2019	年 2	月 19	日（火）13:00〜17:00	

場所：吹田キャンパス	コンベンションセンター１階	研修室	

13．第 13	回大阪大学専門日本語教育研究協議会：	

「留学生大量受け入れ新時代の大学における日本語カリキュラムの再考」	

日時：2020	年 2	月 18日（火）13:00〜17:00	

場所：吹田キャンパス	コンベンションセンター２階	会議室２	


